
事業名 平成２３年度採択　中小企業技術開発促進事業＜企業連携型＞
（公益財団法人京都産業21・京都府）【期間：平成23年10月から2年間】

コメント

倒立卵等の検出技術を確立し、自動選別セッター充填システムの開発に成功しただけでな
く、孵化途中卵の生死を高精度に判定可能な新型中間検卵装置の開発に成功したことは大
いに評価できる。
また、ユーザーからの評価が高く、既に販売に繋がっており、今後の順調な販売台数の拡大
が期待される。(平成26年6月)

【成果概要】

テーマ名

【研究開発の内容】

高精度検卵情報を活用した種鶏農場・孵卵場向け商品化効率向上
システムの開発

代表企業 株式会社ナベル
構成企業 株式会社ヤマモト

■種卵をセッタートレイへ充填するとき、卵の内部の気室が下になってセッタートレイに充填された卵を倒立卵

と言いますが、倒立卵は孵化率が低かったり、孵化しても商品として販売できる雛になりません。こうした倒立卵が

現状の目視の作業では２％程度、単純に機械化したものでは３％～４％発生しています。この倒立卵を孵卵開始の

前に自動で見つけ、向きを修正できれば、その分だけ商品化率が向上します。そこで、卵の中の気室を的確に

見つけて倒立卵を見分ける方法と装置の開発が求められていました。

■孵卵場で孵卵器に入った卵は、全てが雛になるわけではありません。未受精卵や途中死卵も存在します。

これらは、時として腐敗し、健常な卵や雛を汚損するので、非生存卵を放置せずタイムリーに除去することも

雛の商品化率の向上に必要です。ナベル・ヤマモトが持つ、孵卵１８日目の段階の種卵の生存・非生存の検査

装置を孵卵１０日目～１２日目の卵にも適用可能とし、中間検卵と移卵時検卵の２つの段階で使える一人二役の

検査装置が求められていました。

■ユーザの生産規模や使用トレイの大きさを考慮した大型、中型、小型の３種類の孵化途中卵の検査装置のデモ機を開発し、これらを貸し出して、

デモ先ユーザに製品の性能と効果を体感して頂くことが重要でした。

商品化率の向上の経済的効果：入卵数８００万／年の中規模の種鶏農場・孵卵場を営む業者の場合、

1％の雛の商品化率の向上は、年間 約４００万円の利益の増加につながります。


